
 

 

 

 

 

  InverseContourDisplayソフトウエアにクリック位置の表示改良による 

  ２度目のＴｉ解析の逆極点図 

 

 

 

 

  逆極点図は各方向（例えば ND,TD,RD）の方位（Ｄｉｒｅｃｔｉｏｎ）分布図であるが 

  分かり難い 

  結晶方位｛ｈｋｔｌ｝＜ｕｖｔｗ＞の場合 

  ＮＤ逆極点図はｐｌａｎｅ表示で｛ｈｋｔｌ｝に一致する 

  ＲＤ逆極点図はＤｉｒｅｃｔｉｏｎ表示で＜ｕｖｔｗ＞と一致する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    ２０１９年０６月１６日 

    ＨｅｌｐｅｒＴｅｘ Ｏｆｆｉｃｅ 

 

 

 

 

 



 

概要 

 六方晶の代表であるＴｉｔａｎｉｕｍは多数報告されているが、わかり難い。 

   私も何度か説明していますが再度説明します。 

   説明に使う方位は{-12-15}<10-10>と{1 0 -1 1}<0 -1 1 2>とします。 

     逆極点図で標示した場合 

 ｛ｈｋｔｌ｝はＮＤ逆極点図のＰｌａｎｅ表示に現れ、 

＜ｕｖｔｗ＞はＲＤ逆極点図のＤｉｒｅｃｔｉｏｎ表示で表現出来ます。 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



｛―１２―１５｝＜１０－１０＞の場合 ３指数では｛－１２５｝＜２１０＞になる。 

  

 逆極点図を考える Plane     

  

 逆極点図の正しい表現方法は以下の Directionであるが分かり難い 

  



{０１１}<-1 -2 2> 

 

 

 

逆極点図の正しい表現方法は以下の Directionであるが分かり難い 

 



逆極点図の全体像 
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